
坑 舟 T )=:::肯言it 平成25年 (2013年 )2月 13日 (水曜日)現

，一一ｉ一一，一，一４〓車一一（！！！４　　□　　寿申中”力〕抑”ヤ中時　のの時咋幸隼寺中】諦中　　夕　」

る
割
合
は
約
２
割
に
上
り
、

　
よ
る
環
境
破
壊
」
で
あ
る
。

　
や
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な
ど
の
死
　
　
水
圧
破
砕
法
は

一
棒
中
帥
　
　
【
一
↑
“
（
本
¨
　

ェ
Ｈ

「

Ｌ
鴎
覆
督

　

　

ｔレ

　
聡
紺
劇

‐

バ

ル

ウ

オ
ー

タ

・
ジ

ャ
パ
ガ
潤
劉
制
ジ

　
取
鶏
確
姫
嚇
伸
劾
争

尋
中
中
錦
非
寺
中
義
卓
お
い
　
　
十

日
▲十

八
（

に
坑
井
を
掘
り
進
め
る
。

最

日
本
に
と
っ
て
東
日
本
大
　
か
つ
て
の
工
者
ロ
シ
ア
を
上
　
ら
取
り
出
し

震
災
以
降
、

発
電
用
燃
料
、　

回
る
、

世
界
最
大
の
天
然
ガ
　
と
、

資
源
曇

特
に
天
然
ガ
ス
の
安
定
か
つ
　
ス
産
出
国
と
な

っ
た
。

オ
バ
　
下
か
ら
取
り

低
廉
な
調
達
は
国
の
運
命
を
　
マ
政
権
は
国
を
挙
げ
て
自
国
　
在
来
型
の
２

左
右
す
る
重
要
事
項
で
あ
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
に
ま
い
　
非
在
来
型
の

る
。

近
年
世
界
の
天
然
ガ
ス
　
進
し
て
お
り
、

そ
れ
は
シ
ェ
　
は
、

石
炭
層

３
・３

兆
立
方
肝
で
、前

年
度
　
―
ル
ガ
ス
の
増
産
で
あ
リ
　
ー
ル
ベ
ッ
ド
、

比
３
物
の
増
加
で
あ

っ
た
。

「シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
」
と
　
に
単
独
で
存
一

中
で
も
米
国
の
生
産
量
は
年
　
呼
ば
れ
て
い
る
。

革
命
に
は
　
ガ
ス
、

シ

ェ

間
約
６
５
０
０
億
立
方
肝
と
　
必
ず
光
と
影
が
伴
う
、

光
は
　
中
に
存
在
す
〕

前
年
度
比
７

・
８
物
増
と
な
　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
確
保
」
で
　
ス
が
あ
る
。

一

り
、

全
世
界
の
生
産
に
占
め
　
あ
り
、

影
は

「水
圧
破
砕
に
　
根
源
岩
」
と
・

近
で
は
数
マ
イ
ル
の
水
平
坑

井
も
珍
し
く
な
い
。

ま
た
東

岩
層
が
厚
い
場
合
、

水
平
坑

井
を
数
段
に
重
ね
る
多
段
階

式
水
圧
破
砕
法
も
実
施
さ
れ

て
い
る
。

坑
丼
が
完
成
し
た

ら
、

地
上
か
ら
超
高
圧
ポ
ン

プ
で
水
圧
破
砕
溶
液
を
打
ち

込
む
の
が
水
圧
破
砕
法
で
あ

る
。

破
砕
溶
液
は
水
が
９５
物

で
、

各
種
薬
剤
と
プ
ロ
パ
ン

ト
（細
か
く
て
堅
い
砂
）
で
成

り
立

っ
て
い
る
。

坑
井
１
本

肖
た
り
１
万
～
２
万
立
方
肝

の
水
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

米
国
エ
ネ
ル
ギ
ー
省
に
よ

る
と
、

非
在
来
型
ガ
ス
資
源

量
は
３
３
１
兆
立
方
肝
で
あ

り
、

現
在
の
技
術
で
回
収
可

能
な
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
資
源
量

を
２
０
８
兆
立
方
肝
と
試
算

し
て
い
る
。

国
別
で
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
回
収
可
能
資
源
量
の

多
い
国
は
、

中
国
、

米
国
、

ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
、

メ
キ
シ
コ
、

南
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
。

で
は

な
ぜ
米
国
か
ら
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス
革
命
が
始
ま
っ
た
の
か
。

そ
の
理
由
は
Ｏ
ガ
ス
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
相
の
完
備
②
大
量

の
水
資
源
の
確
保
０
独
立
系

の
採
掘
業
者
の
存
在
④
地
下

資
源
開
発
の
権
利
を
地
上
の

土
地
所
有
者
が
行
し
て
い
る

―
―
こ
と
な
ど
で
あ
る
。

今

や
米
国
は
世
界
最
大
の
天
然

ガ
ス
産
出
国
と
な

っ
て
い

る
。

　

　

　

　

（
つ
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く
）
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シ
エ
■
一ル
一ガ
ス
革
命
の

た
と
ズ

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の

「水
圧

破

砕

法

（
フ

ラ

ッ
キ

ン

グ
）
」
を
使
え
ば
、

ガ
ス
だ

け
で
は
な
く
オ
イ
ル
も
同
時

に
採
掘
で
き
る
。

米
国
の
天

然
ガ
ス
産
出
量

に
占
め
る

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
の
割
合
は
４９

物
ま
で
上
昇
し
、

輸
出
余
力

が
出
て
く
る
。

ま
た
石
油
に

つ
い
て
も
、

現
在
８
０
０
万

バ
レ
ル
に
達
し
て
い
る
海
外

か
ら
の
輸
入
量
が
、

３
０
０

万
バ
レ
ル
ま
で
減
少
す
る
。

つ
ま
り
、

米
国
は
遠
か
ら
ず

世
界
最
大
の
ガ
ス

・
原
油
生

産
国
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て

い
る
。

米
国
内
経
済
に
シ
ェ
ー
ル

ガ
ス

・
オ
イ
ル
が
及
ぼ
す
影

響
は
、

安
価
な
シ
ェ
ー
ル
ガ

ス

（米
国
の
天
然
ガ
ス
価
格

は
日
本
の
８
分
の
１
）
を
使

っ
た
化
学
産
業
が
勃
興
す

る
。

す
で
に
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

を
原
料
と
す
る
エ
チ
レ
ン
増

強
計
画
が
め
じ
ろ
押
し
で
あ

り
、

追
加
生
産
能
力
は
５
０

０
万

ント
に
も
達
し
て
い
る
。

さ
ら
に
２
０
１
２
年
の
■

半
期
だ
け
で
、

石
油
焚
き
か

ら
ガ
ス
焚
き
に
軽
換
し
た
火

力
発
電
所
１
６
５
基
が
稼
働

し
て
発
電
コ
ス
ト
も
劇
的
に

低
下
し
た
結
果
、

製
造
業
は

メ
キ
シ
コ
や
中
国
か
ら
戻
り

つ
つ
あ
る
。

ま
さ
に
シ
ェ
ー

ル
ガ
ス

・
オ
イ
ル
産
出
が
世

界
最
強
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
大

国

・
米
国
の
座
を
支
え
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

現
在
米
国
で
最
も
開
発
が

進
ん
で
い
る
の
が
、

ベ
ン
シ

ル
バ
ニ
ア
州
を
中
心
と
す
る

マ
ー
セ
ラ
ス
地
域
で
あ
る
。

州
の
北
東
に
位
置
す
る
ト

ワ
ン
ダ
地
域
は
か
つ
て
の
イ

ン
デ

ィ
ア
ン
届
住
区
で
あ

り
、

０９
年
ま
で
人
口
３
千
人

の
さ
び
れ
た
町
で
あ

っ
た
が

シ
ェ
ー
ル
ガ
ス
採
掘
ブ
ー
ム

が
起
こ
り
、

土
地
を
所
有
し

て
い
た
地
主
は

一
晩
で
億
万

長
者
に
な
り
、

会
し
い

「ア

ン
ク
ル

・
ト
ム
の
小
屋
」
か

ら
豪
邸
が
林
立
し
、

高
級
外

車
が
走
り
回
る
町
と
な

っ

た
。

中
に
は
毎
月
６
～
１０
万

ド
ル

（約
９
５
０
万
円
）
を

受
け
取
る
人
々
も
現
れ
た
。

ベ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
へ
の
経

済
効

果
は
３
年
前
の
３
宿

に
相
当
す
る
１
０
１
億
３
９

０
〇
一ノュ
げ
、

新
規
一屋
用
は
３

倍
の
１１
万
人
と
な
り
、

２０
年

に
は
倍
増
の
２２
万
人
と
な
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

液溶

こ
の
ゴ
ー
ル
ド
ラ

ッ
シ

ュ

は
、

ウ

エ
ス
ト
バ
ー
ジ

エ

ア
州
や
テ
キ
サ
ス
州
に
も
拡

大
し
て
い
る
。

［
印
］
円
中
申
巾
仰
申
］

　

ヵ
時
印
中
］
を
中
浄

中
中
中

水
圧
破
砕
法
は
高
圧
で
水
　
圧
破
砕
溶
液

（
フ
ラ

ッ
ク

を
打
ち
込
み
、

割
れ
目
が
出
　
液
）
に
は
、

界
画
活
性
剤
、

腐
食
防
止
剤
、

塩
酸
類

（
２

～
５
の
濃
度
）
、

ス
ケ
ー
ル

防
止
副
、

バ
ク
テ
リ
ア
殺
菌

剤
、

プ
ロ
パ
ン
ト

（
微
細

砂
）
、

掘
削
時
の
天
然
由
来

の
放
射
能

（ラ
ジ
ウ
ム
、

ウ

ラ
ン
、

ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
）

な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、

薬

剤
の
調
合
方
法
、

打
ち
込
み

頻
度
な
ど
は
採
据
業
者
の
企

業
秘
密
に
な
っ
て
お
り
、

公

開
さ
れ
て
い
な
い
。

理
論
的
に
は
地
下
２
～
４

千
肝
に
打
ち
込
ま
れ
た
フ
ラ

ッ
ク
液
は
地
上
部
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
は
ず
で
あ
る

が
、

地
下
に
は
断
層
や
割
れ

目
が
多
く
存
在
し
、

そ
の
割

れ
目
な
ど
を
通
じ
、

水
源
で

あ
る
地
下
水

や
河
川
水
に

影
響
を
及
ば
し
て
い
る
。

全

米
に
わ
た
り
水
圧
破
砕
に
よ

る
環
境
汚
染
の
訴
訟
が
起
こ

さ
れ
て
お
り
、

そ
の
具
体
的

な
事
例
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
多
数
報
じ
ら
れ
て
い

る
。

（
つ
づ
く
）

深
！刻
一化
！す
！る
！水
！質
！汚
！染

水源に悪影響
気の陰で…環境訴訟相次ぐ

■中□

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
ォ
ー
タ

・
ジ
ャ
パ
ン
代
表

（国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

吉
村

和
就

水 圧 破 砕 に よ る 環 境 汚 染 が 全 米 に拡 大 して い る (出

典  ・ http : //commonsense 2 com/wp― content/
じploads/2011/05/fraccidents_us 2.jpg)

来
た
ら
再
び
ふ
さ
が
れ
な
い

よ
う
に
、

微
細
砂
を
隙
間
に

注
入
し
ガ
ス
や
オ
イ
ル
を
出

や
す
く
し
、

地
上
で
ガ
ス
や
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ン
ト
■
一！ル
ガ
ス
革
命
の

た
と
麒

水
圧
破
砕
法
か
ら
排
出
さ

れ
る
廃
液
は
、

大
き
く
２
種

類
に
分
類
さ
れ
る
。

採
掘
初

期
に
高
圧
で
打
ち
込
ま
れ
た

返
流
水

（
フ
ロ
ー
バ
ッ
ク

水
）
と
ガ
ス
お
よ
び
オ
イ
ル

の
長
期
生
産
に
伴
う
生
産
水

（プ
ロ
ダ
ク
ト
水
）
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
環
境
を
汚
染
す
る

可
能
性
の
高
い
成
分
を
含
ん

で
い
る
。

例
え
ば
４。
～
６５
種

類
の
薬
剤

（
企
業
秘
密
）
、

高
塩
類

（
海
水
の
２
～
５

倍
）
、

プ
ロ
パ
ン
ト

（
微
細

砂
）
、

有
機
物
、

地
層
由
来

の
天
然
放
射
性
物
質
な
ど
で

あ
る
。

ま
た
バ
リ
ウ
ム
や
ス

ト
ロ
ン
チ
ウ
ム
、

油
脂
類
が

高
濃
度
で
あ
る
。

水
浄
化
の
基
本
は
、

ま
ず

同
体
と
液
体
の
分
離
で
あ
る

が
、

こ
れ
が
大
変
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
水
圧
彼
砕
法
が
広

く
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た

の
は
、

砂
と
水
が
分
離
し
な

い
よ
う
に
保
持
す
る
技
術
が

開
発
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

注
入
□
か
ら
２
千
～
６
千
肝

先
の
配
管
ま
で
、

砂
と
水
が

分
離
さ
れ
な
い
よ
う
に
ゲ
ル

化
剤
、

高
粘
度
剤
、

凝
固
調

沈
降
分
離
は
不
可
能
で
最

終
処
理
は
蒸
発
各
方
式

（熱

で
水
を
飛
ば
す
）
が
有
効
だ

が
、

壬
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス
ト
が

高
く
、

さ
ら
に
酸
性
度
が
高

い
の
で
機
器
腐
食
と
の
戦
い

で
あ
る
。

ほ
と
ん
ど
が
地
下
注
入
法

で
あ
り
、

採
据
済
み
の
井
戸

世
一界
最
大
！一の
！ヤＴ
水
一層
に
影
響
ｔ

農
産
物
支
え
る

廃液その
・
ま
・
ま地下ヘ

グ
ロ
ー
バ
ル
ウ
オ
ー
タ
。
ジ
ャ
パ
ン
代
表

（国
連
テ
ク
ニ
カ
ル
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

吉
村

和
就

■下 □

整
剤
が
高
濃
度
で
使
わ
れ
て

い
る
の
で
、

廃
液
処
理
時
に

使
用
さ
れ
る
分
散
剤
や
エ
マ

ル
ジ

ョ
ン
ブ
レ
ー
カ
な
ど

は
、

ほ
と
ん
ど
役
に
立
た
な

い
。

へ
の
注
入
で
あ
る
。

全
米
で

の
地
下
注
入
曇
は
年
間
約
３０

億

ント
で
ぁ
り
、

ペ
ン
シ
ル
バ

ニ
ア
州
マ
ー

セ
ラ
ス
地
区
で

は
毎
日
２２
万

ント
の
廃
液
が
地

下
注
入
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

同
地
区
の
公
共
下

水
処
理
場
で
も
廃
液
を
受
け

入
れ
て
い
た
が
、

放
射
性
物

質
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
り
住
民
の
反
対
が
起
き
、

‐５
の
下
水
処
理
場
は
廃
液
の

「革命」には環境問題の解決を
受
け
入
れ
を
拒
否
し
て
い

る
。

も
し
自
前
で
廃
液
処
理

す
る
と
、

採
掘
原
価

（３
～

４

ブレド
）
の
数
倍
に
な
る
と
試

算
さ
れ
、

事
業
採
算
が
取
れ

な
く
な
る
。

ま
た
地
上
の
汚

水
ピ
ッ
ト
か
ら
の
廃
液
漏
え

い
も
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

環
境
Ｎ
Ｇ
①
団
体
は
、

「
シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
は
環
境
汚

染
で
成
り
立

っ
て
い
る
産

業
」
で
あ
る
と
言
い
切

っ
て

米 国 ペ ン シ ル バ エ ア 州 マ ー セ ラ ス 地 区 の シ ェー ル ガ ス
採 掘 現 場 (出 典 ・www.wvsor0 0rg)

卓瑠



口

鳳

回

ペ
ン
シ
ル
バ
エ
ア

・
ラ
ン

ド

・
ト
ラ
ス
ト
協
会
は
、

マ

ー
セ
ラ
ス
地
区
の
４８
の
採
据

サ
イ
ト
を
調
査
し
た
結
果

（２
０
１
０
年
報
告
書
）、
１

４
３
５
の
法
令
違
反
が
あ

り
、

そ
の
う
ち
環
境
に
深
刻

な
影
響
を
与
え
る
違
反
は
９

５
２
件
と
報
告
し
て
い
る
。

水
圧
破
砕
に
よ
る
環
境
汚

染
問
題
に
関
し
、

全
米
で
３８

件
の
訴
訟
が
進
行
し
て
い

る
。

訴
訟
数
が
多
い
の
が
ペ

ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
で
１２
件
、

テ
キ
サ
ス
で
８
件
、

ル
イ
ジ

ア
ナ
州
、

ウ
エ
ス
ト
バ
ー
ジ

エ
ア
州
と
続
い
て
い
る
。

さ

ら
に
深
刻
な
問
題
は
世
界
最

大
の
オ
ガ
ラ
ラ
帯
水
層

（８

州
に
わ
た
る
地
下
水
層
で
日

本
の
国
上
面
積
の
１

・
２

倍
）
へ
の
水
質
汚
染
の
可
能

性
ま
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
オ
ガ
ラ
ラ
帯
水
層
は
米

国
の
農
産
物
輸
出
を
支
え
て

い
る
世
界
最
大
の
水
が
め
で

あ
る
。

シ
ェ
ー

ル
ガ
ス
採
掘
済
み
の
現
場
。

さ
れ
て
い
る

（提
供

・
ヽ
工
〇
弓
〇

問
〇
〇
句
Ｆ
【〇
■
弓
・〇
刃
〇
）

廃
液
が
地
下
注
入

〇
〇
Ｃ
刃
弓
的
∽
く

こ
の
よ
う
な
事
態
を
受

け
、

及
び
腰
だ

っ
た
エ
ネ
ル

ギ
ー

省
も
、

シ
エ
ー
ル
ガ
ス

採
掘
サ
イ
ト
ヘ
の
査
察
官
の

増
員
、

地
下
水
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
個
所
を
増
や
す
こ
と
を
議

会
で
宣
言
し
て
い
る
。

世
界

的
に
注
目
を
さ
れ
て
い
る

「シ

ェ
ー
ル
ガ
ス
革
命
」
で

あ
る
が
、

影
の
部
分
で
あ
る

環
境
問
題
の
解
決
に
し
っ
か

り
取
り
組
む
こ
と
が
、

「本

当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

革
命
」
で

あ
ろ
う
。


